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◆2022年 イマチャレ製作委員会
経済産業省未来のブカツ・コーチ



なぜ、部活動改⾰はうまく進まないかのか？（１）

学業を阻害し、疾病障害を受けしむる
勝敗に重きを置くがために公徳を傷害にして
紛擾（ふんじょう／乱れてまとまらない）の基となる

明治40年（1907年）全国中学校⻑会から運動部活動についての⽂部省への答申



なぜ、部活動改⾰はうまく進まないかのか？（２）

（１）当事者である⼦ども（⽣徒）不在の議論
・個々の成功体験をもとにした「続かない対話のラリー」

（２）課題の多さにどこから踏み出したら良いのかわからない
・具体的なアクション（対策）をしないまま時間が過ぎる



部活動の「地域移⾏」の課題

①受け⽫

②指導者の量と質

③財源の確保

④意識改⾰

地域の実態に応じた運営・組織体制の構築
・⾃治体（教育委員会）の責任で進めるのか、
地域団体が始めるのか、新たに組織をつくるのか。
・事務局が担う業務と指導者（団体）が担うべき
業務の明確化

指導者の体制・あり⽅を⾒直し⼈材を確保
・競技特有の専⾨的な指導者の必要性を考える
・地域⼈材の発掘、確保、バンク化
・教員の兼職兼業の導⼊
・研修制度の導⼊

持続可能な運営のために複数の財源が必要
・⾏政の予算化⇒運営の⽀援
・受益者負担
・企業協賛⇒スポンサーメリットは何か
・ふるさと納税＋経済的な困窮家庭の⽀援

これまでの「部活の常識」からの意識改⾰
・部活は無料⇒適切な⾦額を⽀払う⽂化へ
・学校の教職員が無償で⾏うlことはやめる社会へ
・⼦どもたちの希望に応じた環境を創る地域社会へ
・⼤会で勝つだけでなく、楽しめる⽂化・スポーツ環境へ

地域移⾏の課題



部活動における課題の整理

地域移⾏の課題 本質的な課題

「部活動の地域移⾏で何を⽬指し、
いつまでに、誰が何をするのか︖」

①受け⽫
②⼈材の量と質の確保
③財源の確保
④意識改⾰

「⼦どもたち1⼈1⼈にとっての理想的な
⽂化・スポーツ環境を実現する」

①適切な活動量（怪我・バーンアウト）
②選択肢の多様性

（ 1種⽬しか選べない・専⾨化しすぎ）
③主体性・内発性（⾃分で意思決定できるか）
④勝利⾄上主義（勝敗だけに重きを置かない）

理想的な⽂化・スポーツ環境を創る、「まちづくり」の意識へ



⼦どもたちは今、部活動をどう考えているのか/全国アンケート

n 期間：2023年7〜8⽉
n 対象：中学１〜３年⽣
n データ数：9,953 名
n 参加⾃治体：

⼤津町、加賀市、⿊潮町、静岡市、須賀川市、
名護市、姫路市、宮崎市、真岡市（五⼗⾳順）

※ 各⾃治体で調査を実施し、匿名化したデータを取得 運動部所属
61.2%

⽂化部所属
22.8%

所属していない
15.9%



n Q︓スポーツ庁・⽂化庁では、休⽇（⼟⽇、祝⽇）の部活動の地域移⾏を
令和7年度末までに推進しています。そのことについて知っていますか︖

よく知っている

10%

やや知っている

16%

あまり知らない

31%

全く知らない

42% 運動部

よく知っている

8%
やや知っている

13%

あまり知らない

31%

全く知らない

48% ⽂化部

部活動改⾰が進んでいること知っている⽣徒は少ない

テーマ１︓⽣徒の「部活動改⾰」への理解



n 結果のまとめ

部活動改⾰が推進されていることを知っている⽣徒は25％程度
⇨ ⽣徒への周知に⾄っていない

n 提⾔

改⾰推進のため、⽣徒、そして保護者への理解を促進していく必要がある

アンケートを実施し、フィードバックすることが第⼀歩 になる

テーマ１︓⽣徒の「部活動改⾰」への理解



テーマ２︓⽣徒の⽣活実態

運動部 ⽂化部

平⽇ 休⽇ 平⽇ 休⽇

⽇数 4.0⽇ /週
（5⽇ 17%）

1.1⽇ /週
（2⽇ 8%）

3.3⽇ /週
（5⽇ 10%）

0.6⽇ /週
（2⽇ 2%）

時間 2h15min /回
（2h以上 36%）

2h45min /回
（3h以上 65%）

2.0 h /回
（2h以上 25%）

1h30min /回
（3h以上 39%）

総時間数 530 h / 年 338 h / 年

※ 総授業時間数は850h、 （）内はガイドラインを超えている割合

n 部活動の⽇数・時間の平均



学習塾やスポーツ活動、
習い事などに通ってますか︖

n 学校以外の習い事（塾やスポーツ活動）

習い事に
通っている

67%

習い事に
通っていない

33%

どんな習い事をしていますか︖

学習塾

専⾨性や競技⽣の⾼い
⽂化・スポーツ活動

趣味や楽しんで⾏う
⽂化・スポーツ活動

その他

テーマ２︓⽣徒の⽣活実態



平⽇ 休⽇

⽇数 2.0⽇ /週 0.7⽇ /週

時間 1h 50min /回 1h 20min/回

総時間数 207 h / 年

n 学校以外の習い事（学習塾・地域クラブ等）の⽇数・時間、及び睡眠時間

※ 総授業時間数は855h

睡眠時間

８時間以上
29%

7時間程度
42%

6時間程度
21%

5時間程度
7%

4時間程度
2%

テーマ２︓⽣徒の⽣活実態

平均
6h50min

推奨︓8h30min
「うつ・不安」リスクが最も低い（SLEEP; Ojio et al., 2016）

習い事の⽇数・時間



n Q︓現在の部活動の活動量（時間や⽇数）が今より少なくなったとしたら、
その時間で何がしたいですか︖（３つまで回答可）

友達や家族と
過ごしたい

⾃分の好きな趣味
の活動をしたい

テレビ・ゲーム
がしたい

学習する時間を
増やしたい

部活動の
⾃主練習をしたい

運動部 ⽂化部

テーマ２︓⽣徒の⽣活実態

32%

39%

40%

43%

57%

0% 20% 40% 60%

⾃分の好きな趣味
の活動をしたい

友達や家族と
過ごしたい

テレビ・ゲーム
がしたい

学習する時間を
増やしたい

何もせず
のんびりしたい

37%

37%

41%

51%

69%

0% 20% 40% 60%



n 結果のまとめ
「運動部＋学外の習い事」で平均740h/年の活動をしている（総授業時間︓850h/年）

睡眠時間が６時間以下の⽣徒が30％いる （推奨睡眠時間︓8h30min. ）

半数近くの⽣徒が「友⼈や家族と過ごしたい」「趣味の時間が欲しい」と回答

n 提⾔

⼼⾝の健全な発育発達のためにも、活動時間数の⾒直し・適正化 が必要

テーマ２︓⽣徒の⽣活実態



n Q︓現在、練習の時間や内容、試合のメンバーなど、⾃分たち（⽣徒同⼠）で
決めていることはありますか︖

ほとんど全部
⾃分たちで決めている

7%

半分程度は
⾃分たちで決めている

21%

⼀部は
⾃分たちで決めている

46%

全く、⾃分たちで
決めていない

26%

運動部

ほとんど全部
⾃分たちで決めている

8%

半分程度は
⾃分たちで決めている

26%

⼀部は
⾃分たちで決めている

42%

全く、⾃分たちで
決めていない
24%

⽂化部

テーマ３︓現在の部活動における主体性



n Q︓練習の時間や内容、試合のメンバーなど、部活動において⾃分たち（⽣徒同⼠）で
決めたい思いますか︖

ほとんど全部
⾃分たちで決めたい
13%

半分程度は
⾃分たちで決めたい
37%

⼀部は
⾃分たちで決めたい

40%

全く、⾃分たちで
決めたくない

10%

運動部

ほとんど全部
⾃分たちで決めたい

11%

半分程度は
⾃分たちで決めたい

36%⼀部は
⾃分たちで決めたい

39%

全く、⾃分たちで
決めたくない
14%

⽂化部

テーマ３︓現在の部活動における主体性



n 結果のまとめ

活動内容について「全く⾃分たちで決めていない」⽣徒が25％程度いる

n 提⾔

「主体的な意思決定」がこれからの⼦どもにたちには必要
⇨「⾃⼰決定する機会」を増やす

テーマ３︓現在の部活動環境



n Q︓同じ地域で、別の学校の⽣徒と⽂化スポーツ活動を⼀緒にしたいと思いますか︖

全く、やってみたい
と思いわない
3%

ぜひ、やって
みたいと思う

47%どちらかといえば
やってみたいと思う

37%

どちらかといえば
やってみたいと思わない

10%

運動部

全く、やってみたい
と思いわない
4%

ぜひ、やって
みたいと思う
37%

どちらかといえば
やってみたいと思う

38%

どちらかといえば
やってみたいと思わない

15%
⽂化部

テーマ４︓より良い地域活動に向けて

わからない
想像できない
3%

わからない
想像できない
6%



n Q︓どんな⽂化スポーツ活動なら、より満⾜できるものになると思いますか︖
（３つまで回答可）

専⾨的で丁寧な
指導が受けられる

より勝利を⽬指す
活動にする

勝敗や⼊賞にこだわらず
気軽に楽しめる

やりたい種⽬が
選択できる

運動部 ⽂化部

29%

35%

36%

38%

40%

0% 10% 20% 30% 40%

勝敗や⼊賞にこだわらず
気軽に楽しめる

専⾨的で丁寧な
指導が受けられる

健康状態を
配慮しながら

指導してもらえる

やりたい種⽬が
選択できる

他校の友達が
できる

23%

34%

35%

41%

41%

0% 10% 20% 30% 40%

テーマ４︓より良い地域活動に向けて

健康状態を
配慮しながら

指導してもらえる



Q︓同じ地域で、別の学校の⽣徒と
⽂化スポーツ活動を⼀緒にしたいと思いますか︖

全く、やってみたい
と思いわない
2%

ぜひ、やって
みたいと思う

45%どちらかといえば
やってみたいと思う

37%

どちらかといえば
やってみたいと思わない

9%

部活所属
なし

テーマ４︓より良い地域活動に向けて

わからない
想像できない
7%

Q︓どんな活動なら⼊りたかったか︖

学習や⾃分の趣味等と
両⽴ができる

友達と気軽に
楽しめるようにする

活動の時間が適切で
ちょうど良い

休んでも怒られない
やめることもできる

先輩後輩の上下関係が
厳しくない

19%

24%

25%

34%

37%

0% 10% 20% 30% 40%

n 部活動に⼊っていない⽣徒の意⾒



n 結果のまとめ
８割近い⽣徒が「地域で他校の⽣徒と⼀緒に活動したい」と回答

より良い活動のためには「健康への配慮・専⾨的指導・気軽に楽しめる」こと
が求められている

n 提⾔

地域全体で「皆が楽しめる」⽂化スポーツ活動 を創っていく必要がある

テーマ４︓より良い地域活動に向けて



継続的な調査が重要

継続して調査することで変化や改⾰の効果が確認できる

n ⻑野県飯⽥市ではR2年度から「冬期(11〜1⽉)の部活動オフ期間」を導⼊
毎年、⽣徒の反応をアンケート調査で確認している

Q︓「放課後の部活動の⾏わない期間」があって、良かったと思いますか︖

毎年1, 2年⽣
約1,700名のデータ

19

22

28

25

24

24

33

35

33

12

9

7

11

10

8

0% 25% 50% 75% 100%

R2

R3

R4

とてもそう思う そう思う どちらとも⾔えない そう思わない 全くそう思わない



スポーツ庁・室伏⻑官からの提案

地域スポーツでのコンテンツの例（体験型キャンプ）

学校部活動

地域スポーツ
(部活動型)

体験型スポーツキャンプ

今のままでは部活動が地域移⾏するだけの
コンテンツしかない

あらゆるスポーツの
Day camp

新たなコンテンツ 従来型コンテンツ
指導者

⽣徒

指導者不⾜
指導者謝⾦
保護者の負担

学
校
的
$
%
&
'
%
(

⾮
学
校
的
$
%
&
'
%
(

✅

あらゆるスポーツのスキルを︕

22



佐賀市さまへのご提案

・当事者である⼦ども（中学⽣）たちの声を聞き、実態を共有する
（アンケートの実施・フィードバック⇒⼦どもたち中⼼のビジョン作成）

・地域移⾏に向け、前向きな（楽しい）アクションを起こすこと
（1Day型イベントの実施⇒地域を巻き込んだ「⾒える化」）


